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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第１四半期 633 54.4 43 － 29 － 33 －

2024年５月期第１四半期 410 △22.0 △154 － △148 － △177 －

（注）包括利益 2025年５月期第１四半期 44百万円（－％） 2024年５月期第１四半期 △175百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第１四半期 3.12 3.11

2024年５月期第１四半期 △17.62 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年５月期第１四半期 3,781 2,449 64.6

2024年５月期 4,238 2,405 56.6

（参考）自己資本 2025年５月期第１四半期 2,441百万円 2024年５月期 2,397百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 7.00 － 0.00 7.00

2025年５月期 －

2025年５月期（予想） 0.00 － － －

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,668 31.1 330 － 330 － 215 － 20.03

１．2025年５月期第１四半期の連結業績（2024年６月１日～2024年８月31日）

（注）2024年５月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当
たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．2025年５月期期末の配当予想は未定としております。

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年５月期１Ｑ 10,736,118株 2024年５月期 10,736,118株

②  期末自己株式数 2025年５月期１Ｑ －株 2024年５月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期１Ｑ 10,736,118株 2024年５月期１Ｑ 10,084,593株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料９頁「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（義務）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成しており、その達成を当社として約束する趣旨のものでありません。また、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる結果となる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料４頁「１．経営成績等

の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2024年6月1日～2024年8月31日）におけるわが国経済は、引き続き社会経済活動の

正常化が維持され、前年度比実質ＧＤＰ成長率はプラス成長を維持し、ベースアップの実質賃金への反映がはじま

り、日銀の政策転換による政策金利の利上げに対して実質金利は顕著に反応していないことを背景に今後も緩やか

に成長する見通しであります。一方、米国やＥＵの政策金利据え置きにより、海外経済の成長率は加速傾向に転換

しましたが、米国大統領選挙による政策転換、不動産不況による中国経済のさらなる悪化リスクなど、わが国の景

気を下押しするリスクもあり、依然として不透明な状況が続いております。

そのような状況の中、ベースアップの影響で物価上昇率は徐々に高まる傾向にありますので、資産防衛策として

の実物資産への需要は一定レベルで存在し、不動産価格指数や金価格は上昇基調を維持しているようです。しかし

ながら、アートオークション市場においては、価格の上昇をにらみ良品の出し渋り傾向が世界的に見られ、オーク

ションへの出品誘致を強化し対策を講じておりますが、以前に比べ低調であると言わざるを得ません。

プライベートセール・その他事業では、当社事業の季節性として、毎年８月は富裕層が夏期休暇取得のため、オ

ークションを開催せず、それをカバーするため、プライベートセールを推進し、売上高は前年同期比110.7％増と

なりました。アート関連事業において、取扱高は1,362,474千円（前年同期間比40.3％増）、売上高は624,882千円

（前年同期間比55.6％増）と増収となりました。中でも、近代美術オークションは、前年同期分と比し、80.1％増

の30,294千円となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。
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第36期第１四半期連結累計期間

自　2024年６月１日

至　2024年８月31日

種　別
取扱高 前年比 売上高 前年比 オークション オークション オークション 落札率

（千円） （％） （千円） （％） 開催数 出品数 落札数 （％）

近代美術オークション 159,460 84.5 30,294 80.1 1 66 54 81.8

近代陶芸オークション 72,650 △37.9 13,002 △37.1 1 133 93 69.9

近代美術PartⅡオークショ

ン
10,960 △30.8 2,197 △30.2 1 80 73 91.3

コンテンポラリーアートオ

ークション
12,390 △76.7 2,750 △73.3 1 30 27 90.0

ワイン・リカーオークショ

ン
－ － － － 0 0 0 －

ジュエリー＆ウォッチオー

クション
－ － － － 0 0 0 －

その他オークション

(注)１
6,535 － 1,583 － 1 22 20 90.9

アイアートオークション 243,875 4.7 51,372 △2.4 1 280 223 79.6

オークション事業合計 505,870 △28.2 101,201 △31.5 6 611 490 80.2

プライベートセール 848,517 218.7 520,044 110.7

その他 8,087 1,437.6 3,636 △49.3

プライベートセール・

その他事業合計
856,604 221.1 523,681 106.2

アート関連事業合計 1,362,474 40.3 624,882 55.6

①アート関連事業

当第１四半期連結累計期間は、取扱高1,362,474千円（前年同期間比40.3％増）、売上高624,882千円（前年同期

間比55.6％増）、セグメント利益104,890千円（前年同期間は104,081千円のセグメント損失）となりました。

種別の業績は次のとおりです。

　　　※　　取扱高の前年比と売上高の前年比のかい離の大きな要因のひとつに、商品売上高の増減があります。

商品売上高は、オークション落札価額に対する手数料収入、カタログ収入、年会費等と同様に売上高を

構成する要素のひとつであり、在庫商品を販売した場合、その販売価格（オークションでの落札の場合

には落札価額）を商品売上高として、売上高に計上することとしております。

（注）１．その他オークションは、出品の状況により随時開催いたします。

ⅰ）オークション事業

当第１四半期連結累計期間は、オークションの開催回数は６回（前年度同期開催回数７回）でした。

内訳は、近代美術オークション（前年度同期は１回）、近代陶芸オークション（前年度同期は１回）、近代美術

PartⅡオークション（前年度同期は１回）、コンテンポラリーアートオークション（前年度同期は１回）、MANGA

オークション(前年度同期は１回)及びアイアートオークション(前年度同期は１回)を各１回です。

近代美術オークションは、前年比で出品点数144.4％増、落札点数116.0％増となりましたが、例年に比し高額

出品の減少があるものの、エスティメイト下限合計額に対する落札価額合計額の比率は、92.0％となりました。

近代陶芸オークションは、出品点数34.5％減、落札点数45.9％減となりました。エスティメイト下限合計額に

対する落札価額合計額の比率は、91.7％で推移しました。

- 3 -

Shinwa Wise Holdings㈱（2437）2025年５月期　第１四半期決算短信



近代美術ＰａｒｔⅡオークションは、出品点数25.2％減、落札点数31.1％減となりました。平均落札単価は

3.2％減少しました。

コンテンポラリーアートオークションは、出品点数11.8％減、落札点数15.6％減となりました。平均落札単価

は26.2％と減少し、エスティメイト下限価額合計額に対する落札価額合計額の比率は107.5%となりました。

アイアートオークションは、出品点数29.5％減、落札点数27.4％減となりました。高額品の出品が昨年と比べ

て減少し平均落札単価は60.4％減となりました。

ⅱ）プライベートセール・その他事業

プライベートセール・その他事業では、当社事業の季節性として、毎年８月は富裕層が夏季休暇取得のため、オ

ークションを開催せず、それをカバーするため、プライベートセールを推進してまいりました。当第１四半期は、

前期よりずれ込んだプライベートセールなどもあり、プライベートセールで売上高520,044千円（前年同期比

110.7％増）となりました。

結果として、プライベートセール・その他事業は、前年比で取扱高221.1％増、売上高106.2％増となりました。

②その他事業

子会社保有の太陽光発電施設による売電事業とマレーシアにおけるPKS事業は事業継続しており、当第１四半期

連結累計期間のその他事業のセグメント売上高は8,872千円（前年同期間比1.0％増）、セグメント損失16,227千円

（前年同期間は3,556千円のセグメント損失）となりました。

なお、2024年９月３日開催の取締役会にてSHINWA APEC MALAYSIA SDN.BHD.の全株式を譲渡することを決議いた

しました。

以上により、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高633,755千円（前年同期間比54.4％増）、営業利益

43,813千円（前年同期間は154,582千円の営業損失）、経常利益29,039千円（前年同期間は148,715千円の経常損

失）、親会社株主に帰属する四半期純利益33,507千円（前年同期間は177,690千円の親会社株主に帰属する四半期純

損失）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、3,781,346千円となり、前連結会計年度末に比べ、457,434千

円減少いたしました。その主な内訳は現金及び預金の増加114,980千円、オークション未収入金の減少475,992千円

であります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、1,331,815千円となり、前連結会計年度末に比べ、501,812千

円減少いたしました。その主な内訳はオークション未払金の減少393,857千円、過年度決算訂正関連費用引当金の

減少46,969千円であります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,449,531千円となり、前連結会計年度末に比べ、44,378千

円増加いたしました。その主な内訳は、利益剰余金の増加33,507千円、為替換算調整勘定の増加11,845千円であり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年11月５日に発表いたしました連結業績予想について変更はありません。なお、配当予想を修正しており

ます。詳細については、2024年11月26日に公表いたしました「配当予想の修正(中間配当)に関するお知らせ」を

ご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,341,996 1,456,977

売掛金 25,399 7,719

オークション未収入金 476,933 940

商品 1,208,350 1,217,764

前渡金 45,157 7,177

その他 354,429 323,420

貸倒引当金 △32,983 △23,849

流動資産合計 3,419,284 2,990,150

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 67,009 63,745

機械装置及び運搬具（純額） 155,154 143,112

土地 36,900 36,900

その他（純額） 29,051 27,125

有形固定資産合計 288,115 270,883

無形固定資産

のれん 251,798 244,992

ソフトウエア 8,888 7,493

その他 0 0

無形固定資産合計 260,687 252,486

投資その他の資産

関係会社株式 60,600 60,600

投資有価証券 52,847 49,197

その他 303,328 309,168

貸倒引当金 △146,083 △151,140

投資その他の資産合計 270,693 267,826

固定資産合計 819,496 791,196

資産合計 4,238,780 3,781,346

負債の部

流動負債

買掛金 27,943 18,116

オークション未払金 767,684 373,826

短期借入金 90,000 90,000

１年内返済予定の長期借入金 35,548 35,548

未払法人税等 27,630 1,996

前受金 299,590 274,416

賞与引当金 18,118 16,677

過年度決算訂正関連費用引当金 117,691 70,721

その他 196,549 206,147

流動負債合計 1,580,756 1,087,450

固定負債

長期借入金 202,573 193,686

退職給付に係る負債 17,840 18,270

その他 32,458 32,408

固定負債合計 252,871 244,364

負債合計 1,833,627 1,331,815

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 165,577 165,577

資本剰余金 2,944,725 2,944,725

利益剰余金 △734,064 △700,556

株主資本合計 2,376,238 2,409,746

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 689 △285

為替換算調整勘定 20,448 32,294

その他の包括利益累計額合計 21,138 32,008

新株予約権 7,776 7,776

純資産合計 2,405,153 2,449,531

負債純資産合計 4,238,780 3,781,346
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日

　至　2024年８月31日)

売上高 410,404 633,755

売上原価 252,464 263,938

売上総利益 157,940 369,816

販売費及び一般管理費 312,522 326,003

営業利益又は営業損失（△） △154,582 43,813

営業外収益

受取利息 322 183

為替差益 3,210 －

デリバティブ評価益 388 －

暗号資産評価益 1,317 －

その他 2,137 992

営業外収益合計 7,377 1,175

営業外費用

支払利息 1,134 1,288

為替差損 － 8,402

暗号資産評価損 － 6,158

その他 377 101

営業外費用合計 1,511 15,950

経常利益又は経常損失（△） △148,715 29,039

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 5,842

特別利益合計 － 5,842

特別損失

減損損失 － 2,977

特別損失合計 － 2,977

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△148,715 31,904

法人税、住民税及び事業税 6,363 8,090

法人税等調整額 22,611 △9,694

法人税等合計 28,975 △1,603

四半期純利益又は四半期純損失（△） △177,690 33,507

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△177,690 33,507

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日

　至　2024年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △177,690 33,507

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △975

為替換算調整勘定 2,058 11,845

その他の包括利益合計 2,058 10,870

四半期包括利益 △175,632 44,378

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △175,632 44,378

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 8 -

Shinwa Wise Holdings㈱（2437）2025年５月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 2022年10月28日)、「包括利益の表示に

関する会計基準」(企業会計基準第25号 2022年10月28日)及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計

基準適用指針第28号 2022年10月28日)を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。これによる四半

期連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額（注）
四半期連結

財務諸表計上額アート関連
事業

その他事業

売上高 401,618 8,785 410,404 － 410,404

セグメント損失（△） △104,081 △3,556 △107,637 △46,944 △154,582

（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額（注）
四半期連結

財務諸表計上額アート関連
事業

その他事業

売上高 624,882 8,872 633,755 － 633,755

セグメント利益又は損失（△） 104,890 △16,227 88,662 △44,848 43,813

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2023年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△46,944千円であります。

なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントの利益又は損失（△）の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

セグメント損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年６月１日　至　2024年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△44,848千円であ

ります。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントの利益又は損失（△）の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「その他事業」のPKS事業において連結子会社SHINWA APEC MALAYSIA SDN. BHD.が保有する事業用資産に

ついて、収益性の低下により、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失

に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において、2,977千円で

あります。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年６月１日

至  2023年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年６月１日

至  2024年８月31日）

減価償却費 9,681千円 19,740千円

のれんの償却額 16,092 6,805

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

（四半期連結損益計算書に関する注記）

前第１四半期連結累計期間（自  2023年６月１日  至  2023年８月31日）

季節的変動要因

　オークション関連事業の事業構造として、オークションが第２四半期及び第４四半期に多く開催される傾向が

あるため、四半期連結会計期間別の業績には季節的変動があります。

当第１四半期連結累計期間（自  2024年６月１日  至  2024年８月31日）

季節的変動要因

　オークション関連事業の事業構造として、オークションが第２四半期及び第４四半期に多く開催される傾向が

あるため、四半期連結会計期間別の業績には季節的変動があります。
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（単位：千円）

第30期

2019年5月期

第31期

2020年5月期

第32期

2021年5月期

第33期

2022年5月期

第34期

2023年5月期

第35期

2024年5月期

第１四半期

売 上 高 △3,703 2,733 △529,244 338,613 △160,650 12,709

経 常 利 益 △9,115 8,590 △181,064 47,617 △62,080 △185

親会社株主に帰

属する当期（四

半 期） 純利 益

△6,968 △119,514 △178,569 49,530 △68,689 △3,694

純 資 産 額 △6,968 △126,483 △305,053 △255,522 △324,212 △327,906

総 資 産 額 △6,968 △124,978 △205,059 212,942 △84,934 △87,358

（追加情報に関する注記）

（不適切な会計処理）

当社の連結子会社であるShinwa Prive株式会社等において、2019年５月期から2024年５月期までのプライベート

セールに関する不適切な会計処理により、実態と相違がある売上計上が行われている疑いがあることが判明いたし

ました。これを受け、2024年７月４日開催の取締役会において、プライベートセールに関する会計処理において疑

義が発生したため、専門的かつ客観的な調査が必要であるとの判断に至り、業績への影響の有無、社内体制の不備

の有無や原因の究明及び再発防止策の策定等を目的として、外部専門家で構成される第三者委員会の設置につきま

して決議いたしました。

当社は、2024年９月６日、第三者委員会から調査報告書を受領し、連結子会社であるShinwa Prive株式会社等が

行った絵画等のアート作品のプライベートセール（以下、「アート売買取引」という。）の中に、実質的には金融

取引等と処理すべきもの及び売買契約締結時に売上計上されていたが引渡時に売上計上されるべきであったものが

含まれていたとの評価を受けております。

当社は、報告内容の検討及びこれを受けた自主調査の結果、金融取引等及び売上計上時期に関する不適切な会計

処理が行われていたことを確認しました。このため、当社は影響のある過年度の決算を訂正することが適切である

と判断し、第30期（2019年５月期）から第34期（2023年５月期）の各有価証券報告書、第31期（2020年５月期）第

１四半期から第35期（2024年５月期）第３四半期までの各四半期報告書について、訂正報告書を2024年11月１日及

び2024年11月５日に提出いたしました。

なお、売上計上時期に関する会計処理の調査に関して、収益の認識時点の確認のために商品の引渡時点が確認で

きる外部証拠である受領確認書を取引先から入手し、当該証憑の確認が出来ない場合には、入金証憑、引渡時点を

特定する出張記録、システムの出庫記録等の資料に基づき、売上の計上時期の訂正を行っております。しかしなが

ら、前連結会計年度のアート売買取引のうち売上高16,597千円（売上総利益7,377千円）及び前第１四半期連結累

計期間のアート売買取引のうち売上高8,818千円（売上総利益4,441千円）につきましては、引渡時点を特定するこ

とができなかったため、入金日又は契約日に基づき計上しております。

上記訂正による、各連結会計年度及び前第１四半期連結累計期間における財務数値への影響は、下記のとおりで

あります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年１月20日

Shinwa Wise Holdings株式会社

取締役会　御中

ＵＨＹ東京監査法人

東京都品川区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 片岡　嘉徳

指定社員
業務執行社員

公認会計士 安河内　明

限定付結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているShinwa Wise Holdings株式会社の2024年6月1日から

2025年５月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年６月1日から2024年８月31日まで）及び第１四半期

連結累計期間（2024年６月1日から2024年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、「限定付結論の根拠」に記載した事項の

四半期連結財務諸表に及ぼす可能性のある影響を除き、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

限定付結論の根拠

追加情報（不適切な会計処理）に記載されているとおり、会社は、前連結会計年度に、連結子会社において、プライベ

ートセールに関する不適切な会計処理が行われている疑いがあることが判明したため、2024年７月４日に外部専門家で構

成される第三者委員会を設置して調査を開始し、2024年９月６日に同委員会より調査報告書を受領した。その結果、連結

子会社が行った絵画等のアート作品のプライベートセール（以下、「アート売買取引」という。）の中に、売買契約締結

時に売上計上されていたが、引渡時に売上計上されるべきであったものが含まれていたことが判明した。

会社は、アート売買取引の収益の認識時点の確認のために商品の引渡時点が確認できる外部証拠である受領確認書を取

引先から入手して、当該証憑の確認が出来ない場合には、入金証憑、引渡時点を特定する出張記録、システムの出庫記録

等の資料に基づき、売上の計上時期の訂正を行い、第30期から第35期第３四半期までの過年度の有価証券報告書等の訂正

報告書を2024年11月１日及び2024年11月５日に提出した。

当監査法人は、会社が入手した受領確認書を閲覧し、商品の引渡時点を確認したが、前連結会計年度のアート売買取引

の売上高16,597千円（売上総利益7,377千円）及び前第１四半期連結累計期間のアート売買取引の売上高8,818千円（売上

総利益4,441千円）の計上時期について裏付けとなる十分な記録及び資料を会社から入手することができなかった。ま

た、前連結会計年度以前に計上された売上高の計上時期について、裏付けとなる十分な記録及び資料を確認できなかった

取引のうち、当連結会計年度の第1四半期連結累計期間に商品の引渡しが行われて売上計上すべき取引が含まれている可

能性がある。そのため、当連結会計年度の第１四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されているアート

売買取引の売上高の期間帰属の妥当性について、十分かつ適切な監査証拠を入手することができなかった。

これらの影響は、前連結会計年度及び前第１四半期連結累計期間並びに当連結会計年度の第１四半期連結累計期間のア

ート売買取引の売上高に付随する勘定科目に限定され、他の勘定科目には重要な影響を及ぼさないことから、四半期連結

財務諸表全体に及ぼす影響は限定的であり、四半期連結財務諸表に及ぼす可能性のある影響は重要であるが広範ではな

い。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、限定付結論の表明の基礎となる証拠を入手し

たと判断している。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、 四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実

性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結

論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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